



























































































































































































































五四(昭和二九)年 なると京都大学でも春から総長と呼称するようになった。そこで学長 話し合 の後、一万開立総合大学の北大・東北大-東大・名大・京大・阪大・九大の事務局長の話し合いで呼称の変更を進めることになり、文部省 学学術局長に意見を求めたところ、法律に準拠し
の場合を除いて使用して良いとの事であった。そこ























程のほかは医療技術短期大学部 則第三八条と、蛋白質研究所運営協議会規程第ニ条のみで、発明規程の場合は大部分総長の 誌を能別しながら、法令上 官職名によらなけ ばならない(別紙後式第一一一の)譲渡証
にのみ学長の語を用いている。現夜、学内砕令等はすべて「総長」で、
「総長印」が使用されてい
るが、文部省か 来る書類はすべて「大阪大学長」宛であり、大学から上山中の場合も学部設段認可申請(悶宥財出版法関係)等であれば「大阪学長」「学長印」が使附加されている。(みずの
かつひこ
大阪大学教養部)
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